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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第３四半期連結累計期間
第35期

第３四半期連結会計期間
第34期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高（千円） 12,538,095 4,447,130 16,098,204

経常利益（千円） 1,079,391 636,095 1,384,798

四半期（当期）純利益（千円） 989,030 379,627 731,357

純資産額（千円） － 4,806,108 4,503,628

総資産額（千円） － 10,600,016 9,819,059

１株当たり純資産額（円） － 673.24 585.47

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
129.94 50.69 95.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－　 －　 －　

自己資本比率（％） － 45.3 45.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
478,888 － 694,715

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△309,093 － △1,806,503

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△222,080 － 662,808

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 533,426 585,711

従業員数（人） － 686 625

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　しておりません。 

　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 686[2,911]

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者（時間講師、パート事務、契約社員、嘱託社員及び派遣社員）数は、当

第３四半期連結会計期間の平均人員を［　］外数で記載しております。

２．上記に記載の人員のほか、連結子会社である株式会社野田学園におきまして、業務委託契約により授業を担

当している講師が32名（当第３四半期連結会計期間の平均）おります。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 677[2,905]

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者（時間講師、パート事務、契約社員及び派遣社員）数は、当第３四半期会計

期間の平均人員を［　］外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【販売の状況】

(1）販売の方法

学習塾部門…当社グループは直営教室において募集要項に基づき、直接生徒を募集しております。

 

(2）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業の部門別・品目

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

生徒数（人） 金額（千円） 構成比（％）

学習塾部門 29,125　 4,387,621 98.7

小学部 (14,331)　　 (2,102,384) (47.3)

中学部 (11,997) (1,784,592) (40.1)

高校部等 (2,797) (500,644) (11.3)

不動産賃貸部門等 － 59,508 1.3

合計 29,125 4,447,130 100.0

　（注）１．生徒数は、期中平均の在籍人数を記載しております。

２．（　）内は学習塾部門の内数を表しております。また、構成比につきましては、販売実績全体の売上高に対す

るものであります。

３．上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況

　     当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、金融危機を発端とした世界同時不況が深刻化する中で、企業収

益や雇用環境が急速に悪化し、景気の減速感は一段と強まりました。当学習塾業界におきましても、企業間の業績格

差はより鮮明になっており、今後、個人消費が低迷する中で、生徒集客における競争は更に厳しくなることが予測さ

れます。

　     このような環境の下、当社グループにおきましては、志望校合格に直結する質の高い教育サービスの提供と、少人数

システムを活かしたきめ細かい指導を徹底することにより、顧客満足度の向上を図ってまいりました。また、顧客層

の拡大を推進すべく、新たな講座やイベントの開発、海外提携塾との連携強化に努めるとともに、学力測定模試等の

教務イベントを通じ、潜在顧客の開拓並びに新入生の獲得に注力いたしました。収益面では、利益率の向上を図るた

め、校舎運営の効率化推進と、変動経費の見直しに取り組んでまいりました。

　     以上の結果、当第３四半期連結会計期間における業績は、売上高4,447百万円、営業利益641百万円、経常利益636百万

円、四半期純利益379百万円となりました。

　事業部門別の概況につきましては、次のとおりです。

  

（学習塾部門）

　     当社におきましては、教務研修を中心とした従業員教育の強化により、高品質な授業サービスの維持に努め、通塾生

の満足度向上に注力いたしました。同時に、新たな顧客層の開拓を図るため、中学受験をしない小６生のための新企

画の開発、広告宣伝における訴求内容の見直し、教務イベントを通じた新入生の獲得に努めてまいりました。

　     子会社である株式会社野田学園につきましては、年度目標の達成に向け、夏期合宿授業に続き、冬期合宿授業「ウイ

ンターヴィレッジ」のコース設定を見直すとともに、各種オプション講座を新設し、収益力強化に努めました。

　     以上の結果、当第３四半期（10月～12月）の期中平均塾生数は29,125人（連結）と堅調に推移し、学習塾部門の売

上高は4,387百万円となりました。

 

（不動産賃貸部門等） 　

       不動産賃貸部門等におきましては、賃貸物件の稼働率向上に努めるとともに、社会人を対象とした研修の受講者獲

得に注力いたしました。また、子会社である株式会社ビーケアにおきましては、従来販売してまいりました遠隔地映

像配信システム「リアライビジョン」に新たにビデオ・オン・デマンド機能を加えた「リアライビジョンⅤ」の販

売を開始し、新規顧客獲得面で、徐々に営業成果が出始めております。

  以上の結果、不動産賃貸部門等の売上高は59百万円となりました。

 

　 財政状態につきましては、当第３四半期末の総資産は、10,600百万円となり、前連結会計年度末に比べ、780百万円増

加いたしました。流動資産は、2,850百万円となり、783百万円増加いたしました。主な原因は、現金及び預金の増加47

百万円、たな卸資産の増加100百万円、営業未収入金の増加834百万円、繰延税金資産の減少87百万円、預け金の減少

149百万円等であります。固定資産は、7,749百万円となり、2百万円減少いたしました。有形固定資産は、4,664百万円

となり、49百万円の減少となりました。減少の原因は土地の一部を売却したためです。無形固定資産は、928百万円と

なり、114百万円の増加、投資その他の資産は、2,156百万円となり、67百万円の減少となりました。 

　当第３四半期末の負債合計は、5,793百万円となり、前連結会計年度末に比べ、478百万円増加いたしました。流動負

債は、4,736百万円となり、792百万円増加いたしました。主な原因は、確定納付による未払法人税等及び未払消費税等

の減少301百万円、短期借入金等の増加542百万円、賞与引当金の減少170百万円、前受金の増加435百万円等でありま

す。

  固定負債は、1,057百万円となり、314百万円減少いたしました。主な原因は役員退職慰労引当金の戻入286百万円等

であります。

  当第３四半期末の純資産の部は、4,806百万円となり、前連結会計年度末に比べ、302百万円増加いたしました。

  主な原因は、当四半期累計期間純利益989百万円の計上による増加、配当金の支払い153百万円、自己株式の取得444

百万円等による減少です。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の45.8％から45.3％となりました。
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（2）キャッシュ・フローについて

  当第３四半期末の現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより533百万円となり、前四半期末

に比べ、243百万円増加いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が620百万円、減価償却費105百万円、仕入債務

等の増加500百万円に対し、賞与引当金の減少100百万円、売上債権の増加557百万円、棚卸資産の増加114百万円、前受

金の減少404百万円及び法人税等の支払い241百万円等が発生いたしました。

  この結果、営業活動によるキャッシュ・フローは155百万円の支出となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得167百万円と差入保証金の差入純増額64百万円、並び

に投資有価証券の取得による支出等12百万円、定期預金の増加99百万円が発生いたしました。

　その結果、投資活動によるキャッシュ・フローは351百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増額1,258百万円と長期借入金の返済額56百万円、及び自

己株式の取得による支出444百万円等の支出により、749百万円の収入となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間における主要な設備の異動はありません。

　 

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更並びに新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

　　なお、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、改修等について完了したものは、次のとおりで

あります。

　新設等

会社名
事業所名
（所在地）

事業部門の
名称

設備の内容

帳簿価額
開校（完了）
年月

従業員数
（人）

建物及び構
築物
（千円）

土地（千円）
(面積㎡)

その他
（千円）

合計
（千円）

株式会社

早稲田

アカデミー

たまプラーザ校

(神奈川県横浜市)
学習塾部門

教室(保証金

及び建物並

びに付属設

備)

12,382
－

(－)
29,92742,310平成21年２月

2

(3)

株式会社

野田学園

三田ＮＫビル

(東京都港区)

不動産賃貸部

門等
賃貸物件 122,524

－

(－)
－ 122,524平成20年10月

－

(－)

合計 － － － 134,907
－

(－)
29,927164,834－

2

(3)

　（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。

　　　　２．帳簿価額の「その他」は、器具・備品及び差入保証金の価額であります。

　　　　３．従業員数は平成20年12月31日現在の就業人員であり、臨時雇用者（時間講師、パート事務、契約社員及び派遣社

員）数を（  ）外数で記載しております。

　　　　４．三田ＮＫビルに関しては、上記の他に借地権の取得のため164,530千円の投資をしております。

　　　　５．たまプラーザ校の「開校（完了）年月」は営業開始（開校）年月を記載しており、新設工事につきましては、平

成20年12月に完了しております。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数(株)

（平成20年12月31日）
提出日現在発行数（株）
（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,676,040 7,676,040
 東京証券取引所

 市場第二部

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単元

株式数は100株

であります。

計 7,676,040 7,676,040 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日　

～

平成20年12月31日　

－　 7,676,040 －　　 467,304 －　　 416,253

 

（５）【大株主の状況】

 　　　１．当第３四半期会計期間において、須野田珠美氏から平成20年12月４日付で提出された大量保有報告書の変更報告

書により1,755,200株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、

当社として実質所有株式数の確認ができません。なお、大量保有報告書の変更報告書の写しの内容は以下のとお

りであります。 

 　　　　　　　　　　　　　大量保有者　　　　　　　　　　　　　　　　須野田珠美 

 　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都中野区

 　　　　　　　　　　　　　所有株式数　　　　　　　　　　　　　　　　1,755,200株

　　　　 　　　　　　　　　発行済株式総数に対する所有株式数の割合　　22.87％ 

 

　　　 ２．当第３四半期会計期間において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に

基づき、自己株式を548,500株取得したこと等により、平成20年12月31日現在、次のとおり自己株式を所有してお

ります。

 氏名又は名称  住所
 所有株式数

（株）

 発行済株式総数に対する所有株式数

の割合（％）

 株式会社早稲田アカデミー  東京都豊島区池袋二丁目53番７号  551,064  7.17
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（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 2,500 －

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,673,200 76,732 同上

単元未満株式 普通株式       340 － 同上

発行済株式総数          7,676,040 － －

総株主の議決権 － 76,732 －

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社早稲田

アカデミー

東京都豊島区池袋

二丁目53番７号
2,500 － 2,500 0.03

計 － 2,500 － 2,500 0.03

 　（注）なお、当社は平成20年11月25日開催の取締役会決議に基づき自己株式を取得したこと等により、当第３四半期会

計期間末時点で所有する自己株式は551,064株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,055 1,000 1,055 1,130 1,300 1,310 985 860 805

最低（円） 860 900 975 924 1,030 990 761 800 675

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部における株価を記載しております。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

  なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第

１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社早稲田アカデミー(E05028)

四半期報告書

11/25



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 630,419 582,611

営業未収入金 1,678,653 844,475

たな卸資産 ※1
 145,723

※1
 45,015

その他 436,382 621,197

貸倒引当金 △41,016 △26,521

流動資産合計 2,850,162 2,066,778

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,390,807 4,123,917

減価償却累計額 △2,400,144 △2,356,708

建物及び構築物（純額） 1,990,662 1,767,208

土地 2,007,357 2,165,230

その他 972,121 1,057,198

減価償却累計額 △305,505 △275,876

その他（純額） 666,615 781,321

有形固定資産合計 4,664,636 4,713,760

無形固定資産

のれん 606,786 654,592

その他 322,005 159,690

無形固定資産合計 928,791 814,283

投資その他の資産

差入保証金 1,490,215 1,417,835

その他 818,733 958,838

貸倒引当金 △152,522 △152,437

投資その他の資産合計 2,156,426 2,224,236

固定資産合計 7,749,854 7,752,280

資産合計 10,600,016 9,819,059
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 252,524 129,542

短期借入金 2,055,480 1,468,030

未払法人税等 227,985 518,470

前受金 755,203 319,416

賞与引当金 176,630 336,767

役員賞与引当金 － 10,000

その他 1,268,609 1,161,710

流動負債合計 4,736,433 3,943,938

固定負債

長期借入金 616,460 768,420

退職給付引当金 274,944 266,723

役員退職慰労引当金 － 286,890

その他 166,069 49,457

固定負債合計 1,057,474 1,371,491

負債合計 5,793,907 5,315,430

純資産の部

株主資本

資本金 467,304 467,304

資本剰余金 416,253 416,253

利益剰余金 4,447,860 3,612,300

自己株式 △444,972 △630

株主資本合計 4,886,446 4,495,227

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △89,635 △2,596

評価・換算差額等合計 △89,635 △2,596

少数株主持分 9,298 10,997

純資産合計 4,806,108 4,503,628

負債純資産合計 10,600,016 9,819,059
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 ※2
 12,538,095

売上原価 9,165,935

売上総利益 3,372,159

販売費及び一般管理費 ※1
 2,276,440

営業利益 1,095,718

営業外収益

受取利息 4,674

受取配当金 973

その他 12,439

営業外収益合計 18,086

営業外費用

支払利息 33,955

その他 457

営業外費用合計 34,413

経常利益 1,079,391

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 286,890

受取保険金 271,896

その他 120,617

特別利益合計 679,404

特別損失

固定資産処分損 53,119

弔慰金 33,000

その他 46,570

特別損失合計 132,690

税金等調整前四半期純利益 1,626,104

法人税、住民税及び事業税 452,700

法人税等調整額 186,073

法人税等合計 638,773

少数株主損失（△） △1,699

四半期純利益 989,030
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 ※2
 4,447,130

売上原価 3,025,467

売上総利益 1,421,662

販売費及び一般管理費 ※1
 780,452

営業利益 641,210

営業外収益

受取利息 1,290

受取配当金 400

受取広告掲載料 2,109

その他 2,166

営業外収益合計 5,965

営業外費用

支払利息 10,718

その他 362

営業外費用合計 11,081

経常利益 636,095

特別利益

貸倒引当金戻入額 348

特別利益合計 348

特別損失

固定資産処分損 3,768

投資有価証券評価損 9,173

その他 2,743

特別損失合計 15,684

税金等調整前四半期純利益 620,758

法人税、住民税及び事業税 210,090

法人税等調整額 29,317

法人税等合計 239,407

少数株主利益 1,723

四半期純利益 379,627
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,626,104

減価償却費 289,962

減損損失 14,810

のれん償却額 63,522

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,579

賞与引当金の増減額（△は減少） △170,136

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,221

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △286,890

受取利息及び受取配当金 △5,647

支払利息 33,955

受取保険金 △271,896

投資有価証券評価損益（△は益） 9,173

投資有価証券売却損益（△は益） △645

固定資産売却損益（△は益） △108,971

固定資産処分損益（△は益） 53,119

売上債権の増減額（△は増加） △834,177

たな卸資産の増減額（△は増加） △100,707

仕入債務の増減額（△は減少） 122,981

前受金の増減額（△は減少） 463,783

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,759

預り保証金の増減額（△は減少） △13,818

その他の資産の増減額（△は増加） △39,638

その他の負債の増減額（△は減少） 102,090

小計 959,014

利息及び配当金の受取額 5,824

利息の支払額 △26,522

保険金の受取額 271,896

法人税等の支払額 △731,323

営業活動によるキャッシュ・フロー 478,888
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △143,439

投資有価証券購入の為の預け金返還 17,378

投資有価証券の売却による収入 107,052

有形固定資産の取得による支出 △499,287

有形固定資産の売却による収入 535,125

無形固定資産の取得による支出 △164,857

固定資産の除却による支出 △24,141

差入保証金の差入による支出 △158,090

差入保証金の回収による収入 34,647

貸付けによる支出 △250

貸付金の回収による収入 2,075

その他の支出 △1,598

その他の収入 86,410

定期預金の増減額（△は増加） △100,118

投資活動によるキャッシュ・フロー △309,093

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 708,700

長期借入金の返済による支出 △273,210

社債の償還による支出 △45,000

リース債務の返済による支出 △15,497

自己株式の取得による支出 △444,341

配当金の支払額 △152,731

財務活動によるキャッシュ・フロー △222,080

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △52,285

現金及び現金同等物の期首残高 585,711

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 533,426
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

(１)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産　

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として総

平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。

　これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。

 (２)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準

第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及

び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６

年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成

20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することが

できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適

用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また所有権移転外ファイナンス

・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額法を採用しております。　

　なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益に与える影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　 　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　 　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。 ※１　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品 142,047千円　

貯蔵品 3,676 

計 145,723千円　

商品 41,521千円　

貯蔵品 3,494 

計 45,015千円　

　２　当座貸越

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行３行と当座貸越契約、また当期安定資金を確

保し財務基盤の強化を図るため、取引銀行７行と分割

実行可能期間付シンジケートローン契約を締結してお

ります。これらの契約に基づく当第３四半期連結会計

期間末の借入未実行残高は、次のとおりであります。　

　２　当座貸越

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残

高は、次のとおりであります。　 

　当座貸越極度額 1,400,000千円　

　借入実行額 700,000 

　差引額 700,000千円　

　当座貸越極度額 700,000千円　

　借入実行額 650,000 

　差引額 50,000千円　

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な項目及び金額

広告宣伝費 833,150千円

賞与引当金繰入額 25,230 

退職給付費用 16,829 

貸倒引当金繰入額 17,046 

※２　当社グループでは、通常の授業料収入の他に、春・夏・冬の講習会、夏期合宿、正月特訓を行っております。そのた

め、通常授業のみを実施している第１四半期では他の四半期に比べ、売上高は少なくなる傾向があります。

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な項目及び金額

広告宣伝費 270,505千円

賞与引当金繰入額 25,230 

退職給付費用 5,574 

貸倒引当金繰入額 8,332 

※２　当社グループでは、第３四半期において通常の授業料収入の他に、冬の講習会を行っております。そのため、通常授

業のみを実施している第１四半期に比べ第３四半期は、売上高が多くなる傾向があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 630,419

有価証券勘定 8,250

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △105,022

別段預金 △220

現金及び現金同等物 533,426

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　7,676千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　551千株

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 153,470 20 平成20年３月31日 平成20年６月30日利益剰余金

 

４．株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　当第３四半期連結会計期間末における自己株式の残高は、前連結会計年度末より444,342千円増加し、444,972千

円となっております。これは主に、平成20年11月25日開催の取締役会での決議に基づき、自己株式を立会外買付に

より取得したためであります。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　学習塾部門の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占め

る割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月1日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月1日　至　平成20年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　　　当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 673円24銭　 １株当たり純資産額 585円47銭

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 129円94銭　 １株当たり四半期純利益金額 50円69銭　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益金額（千円） 989,030 379,627

普通株主に帰属しない金額（千円） －　 －　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 989,030 379,627

期中平均株式数（株） 7,611,691 7,488,683

 

（重要な後発事象）

        該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２１年２月１２日

株 式 会 社 早 稲 田 ア カ デ ミ ー

取  締  役  会 　 御  中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 東田　夏記　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仲井　一彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯畑　史朗　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社早稲田

アカデミーの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２０年

１０月１日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月

３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社早稲田アカデミー及び連結子会社の平成２０年１２月３１日現

在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

　　以　　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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